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潰瘍性大腸炎患者における dysplasia の経過と発癌に関する検討 

―厚生労働省研究班分類に基づく検討― 
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【要 旨】 

潰瘍性大腸炎(ulcerative colitis:UC)において厚生労働省研究班分類に基づ

く異型度(dysplasia:UC-I・IIa・IIb・III)による発癌を含む経過を明らかにす

ることを目的とした。対象は当施設で下部消化管内視鏡検査を施行した UC420

例で、初回生検病理組織の異型度別に臨床像、下部消化管内視鏡所見、発癌率、

発癌の危険因子を解析した。また、経過中に UC-III が検出された症例について

も検討した。420 例の観察期間中央値は 7 年、内視鏡所見は、異型度が高くな

るにつれ隆起型病変の頻度が有意に上昇した。発癌率は、異型度が高くなるに

つれ上昇し、特に初回生検で UC-IIa 以上になると UC-I 以下の群と比較し発癌

率が有意に上昇した。また、若年発症群と炎症性ポリープを有する群において

発癌率が有意に高率であった。経過中に UC-III が検出された 29 例では、うち

8 例が発癌しており、発癌例の UC-IV への観察期間中央値は 2.5 ヶ月であった。

Dysplasia の厚労省分類を参考に surveillance colonoscopy による厳重な経過

観察をすることが重要である。Colitic cancer の前癌病変として有用な所見で

ある UC-IIa 以上の dysplasia、および若年発症、炎症性ポリープを有する症例

では、colitic cancer 発生に注意が必要である。  


